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Summary 

To understand the present situation of on farm conservation of crop landraces in Japan, two monitoring 

missions were dispatched to two regions of Fukushima prefecture as a model site from November 14 to 17 and 

November 20 to 23 in 2000. These monitoring missions were the second activity followed by the monitoring 

mission conducted in lbaraki prefecture in 1999. We visited 5 towns and 6 villages of Aizu district and 1 city, 

l town and 2 villages of southern district of Fukushima prefecture and surveyed 40 regions totally. These 

regions are mostly located at mountainous areas. We re-visited the farmer's houses which we had visited in

1986, 1987, 1988 and 1992 and had interviewed local farmers about the cultivation of crop landraces at their 

farmland. We had inquired the same farmers whether they maintain the cultivars that we had previously 

collected at the first collection. As a result, legumes such as azuki bean, soybean and French bean are 

relatively conserved on farm, but millets, such as foxtail millets and barnyard millet were eroded completely. 

According to the comments made by local farmers, the reason for abandoning on farm conservation of crop 

landraces in these districts is mostly aging of the farmers, particularly, female farmers who have been mainly 
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engaging on farm conservation. It is concluded that on farm conservation of crop landraces in Japan is 

becomong more and more difficult to maintain and a urgent exploration/collection of the landraces and 

effective ex situ conservation is very important. 
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1. 目的

作物在来品種の保存法の一つとして農家保存 (onJann conservation)の重要性が世界的に認識さ

れており，ジーンバンク等における生息域外保存 (exsitu conservation)は，農家保存や生息域内保存

(in situ conservation) を補完する役割であるとされている．農家保存とは一般的に在来品種を農家

が圃場で栽培して遺伝資源の保存を行うことを指し，開発途上国では遺伝資源の有効な保存法とさ

れている．一方，わが国においてはこれまでの各地の農家に対する聞き取り調査の結果，地域固有の

在来品種は農家の高齢化等によって減少しつつあることが示唆されており，作物在来品種の保存を

個々の農家に期待することは次第に困難になりつつあると推察される．そこで，わが国における作

物在来品種の農家保存の実態を明らかにするため，農家に対する聞き取りを中心とする残存調査を

福島県で行った． 本調査は 1999年茨城県北部地方で行った調査 3)に続く二回目の残存調査である．

2.方法

1 9 8 6年＂， 19 8 7年‘1,1 9 8 8年21'19 9 2年の4ヶ年にわたって作物在来品種の探索

調査を行った福島県会津地方の6町6村（西会津町，高郷村，山都町，昭和村．金山町，只見町，檜枝

岐村．伊南村，南郷村．田島町，下郷町，天栄村）の 24地区，福島県浜通りおよび中通りの南部地方

（以下，福島県南部地方という）の 1市2町1村（いわき市，棚倉町，塙町，鮫川村）の 16地区の

合計 1市8町7村40地区を農家保存の調査対象地域とした（図 1). ここで地区とは同一の大字

あるいは小字に含まれる範囲の集落のまとまりを指している． これらの地区の多くは中山間地域に

属しており，ほとんどの農家は第 1種または第2種兼業農家であって，専業農家は少数であった．

調査時期は会津地方が 2000年11月14日から 17日．南部地方が 11月20日から 23日

であった．以上の40地区で前回探索調査した農家を再度訪問して聞き取りを行った．前回の探索

調査の際に農家名の記載がもれていた地区では，地区内の複数の農家を訪問して該当すると考えら

れる農家を探し出した．訪問予定の農家が不在であった場合は，隣の農家を訪問してその農家と目

的の農家の両方における在来品種の保存状況を聞き取った．聞き取りの内容としては，現在の作物

の栽培状況を尋ねるとともに．前回の調査時に栽培していた作物．品種の栽培がその後どうなった

か，および栽培を中止した場合その理由は何か等についても質問し，前回の探索調査時点から現在

までの間の作物在来品種の栽培状況の変化を確認した．

調査対象は種子繁殖性の作物とした．具体的には，アズキ，ダイズ，インゲンマメ，ベニバナインゲ

ン，ラッカセイ，アワ，キビ，ソルガム，トウモロコシ，ソバ，ゴマ，エゴマ，ホウレンソウの 13種に

ついて調査した．
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作物在来品種の残存の状況は，地区毎に整理し，以下の 5つに分類した．

1) 前回の調査時点と同じ品種の在来品種を栽培しており，地区外の農家等からの品種の交換は

ない． 2)前回の調査時点よりも品種数は減少しているが栽培を継続しており，地区外との品種の

交換はない． 3)類似の品種が栽培されているが，その一部あるいは全部が地区外から新たに導入

された品種である． 4)類似の品種を栽培しているが，以前の栽培品種と同じかどうか不明． 5)該

当作物を栽培していない．

同ー作物の栽培が現在でも行われている場合には，それらの作物品種の農家保存中に生じた遺伝

的な変化を明らかにするための試料として種子の分譲を受けた．

3.調査の概要

在来作物の農家保存の現状を地区ごとに福島県会津地方（以下，会津地方）と同県の中通りと浜

通りの南部地方（以下，南部地方）に分けて表 1と表2に示す．表4には前回収集したすべての在

来品種に関して今回の聞き取りで得られた情報と，今回新たに収集した品種の情報を示した．

前回の調査で会津地方では 11作物（表 1)，同じく南部地方では 12作物（表 2)が栽培され

ていた．そのうち，アズキ，ダイズ，インゲンマメの豆類は両地方の多くの地区で栽培されていたが，

雑穀類を栽培している地区は少なかった． ソバは会津地方で2)' エゴマは南部地方で多く栽培され

ていた＇）ことが分かっている．

今回の残存調査の結果，会津地方ではアズキ，ダイズ，インゲンマメ，ベニバナインゲン，トウモロ

コシ，ソバ，エゴマの 7作物，南部地方ではアズキ，ダイズ，インゲンマメ，ソバ，エゴマの 5作物が

現在でも栽培されていることが分かった（表 l,2). 

会津地方の西会津町，高郷村ではアズキ，ダイズ，インゲンマメで前回の調査時点と同じ品種が多

く栽培されており，この地域では農家保存の程度が高かった．豆類は調査対象とした作物の中では

比較的よく残存されていたが，栽培されている品種数は減少していた．特に，豆類については前回の

調査では 1戸の農家で複数品種のダイズ，アズキ，インゲンマメが栽培されており，ー農家における

品種多様性が観察されていたが，今回の調査では一農家における品種多様性の減少が顕著であった．

アワ，キビ，ゴマ，ソルガムなどの雑穀類は前回の調査時点でも栽培している農家は少数であった

が，今回の調査ではほとんどの農家で栽培が打ち切られていた．

前回の調査時点と同じ品種が今でも栽培されている地区の割合，すなわち，本来の意味での作物

在来品種の農家保存程度は，会津地方のアズキで36 %,ダイズで46 %,インゲンマメで33％で

あったが，その他の作物では0％であった（表 3).同じく南部地方では，アズキが 58 %,ダイズ

が9％，インゲンマメが 18 %,エゴマが 22 %,その他の作物は0％であった．会津地方ではダイ

ズの農家保存程度が高く，南部地方ではアズキの残存程度が高かった．

雑穀類の栽培がほとんど打ち切られ，また，豆類の保存品種数が減少した理由としては以下のよ

うなことが聞き取りの結果明らかになった．すなわち，農業従事者が高齢になったため耕作面積を

縮小せざるを得なくなり，多数の作物種あるいは複数品種の栽培に手が回らなくなったこと，一人

では複数品種を栽培することが面倒になったこと，栽培しても収穫量が少量では買い手がつかない

ことなどである．今回調査対象とした在来作物はもっぱら農家婦人が栽培していたことから，婦人
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の高齢化に伴って在来作物の農家保存が中止される例が多かった．また，配偶者の死去あるいは本

人の病気やけがのために栽培を断念せざるを得なかったという農家婦人も何人かいた．家で食べる

量くらいならば店で買った方が良いと答えた農家もあった．

今回の調査の結果，作物の種類に関係なく，種子を数年ごとに更新した方が多収になると考えて，

同一の小字あるいは大字に居住する知人や親戚と種子を交換している農家があった． したがって，

在来品種の農家保存は一戸一戸の農家単位で個別に行われているというよりも，小字あるいは大字

単位で行われていると考えることができる．今後．特定の地区に属する全農家を対象にして在来品

種の種子の移動を農家ごとに調査し，地域全体における農家保存の実態を明らかにする必要がある．

また，地域以外からの種子の入手法として，知人や親戚からの入手以外に，種子交換会．文化祭．青空

市での交換あるいは農協からの購入の利用を挙げる農家があった．今後，農家保存の実態を明らか

にするためには種子の入手ルートの十分な調査が必要である．

今後は，前回収集した作物在来品種と今回収集した品種の遺伝的な類縁関係を調査し，聞き取り

調査の結果の整合性に関してさらに検討を進める予定である．

4.結論

今回の残存調査は，福島県の会津地方と中通りおよび浜通りの南部地方という特定の地域におけ

る調査結果ではあるものの， これまでに全国各地で行ってきた探索調査の結果を考え合わせると，

作物在来品種の農家保存はアズキ，ダイズ，インゲンマメ等の豆類を除くと，非常に困難であると判

断した．今後は，緊急に国内遺伝資源の探索収集を行い，作物在来品種の生息域外保存を急ぐ必要が

ある．
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表1 福島県会津地方における作物在来品種の残存状況
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； 合
l 

だ； 棗ミ§ 
l 口

I ， ［  
＇ ヽ

前回調査
I Q,、  墨 ユl 苫市町村 大字 小字 年 "‘ 

， 

 

西会津町 奥川 道目 1992 I *(0) 2（▲） 3（△） | 2(X) 
山浦 1992 I (Ol 3(0) 

新郷 小清水 1992 1 (X) 4（△） 1 (0) 1 (X) 

高郷村 新田 1992 l (0) 2（△） 3（△） I l（▲） 
小土山 1992 1 (0) I | 

山都町 ーノ木 高野原 1992 2（▲） l（▲） 2（▲） 1 2 (X) ［ 

昭和村 下中津川 新田 1988 2(X) 3 (X) : I I (X) 1 (X) 

野尻 原 1988 2（▲） I 

金山町 大塩 下屋敷 1988 2（△） 3（△） 1 (X) }(X) | 1 (X) 

只見町 二軒在家 九九生 I 1988 2（△） l（▲） l (X) 

檜枝岐村 居平 1987 2(X) 2(X) 1 (X) l (X) 

伊南村 大原 居平 1988 4（△） l (X) 

小立岩 1988 l（▲） 4（△） 1 (#) l（▲） l(X} l（▲） l(X) 1 (X) 
南郷村 鴇巣 村中 1988 2（▲） 4（▲） ＇ I l (X) 1 (X) 

和泉田 福田 1988 l（▲） 4（△） l(X) 
山口 ： 1988 4（▲） 

田島町 粟生沢 外手原 1987 1 (X) 2 (X) l (X) 1 (X) 

下郷町 落合 築地 1987 1（△） 
音金 中ノ坪 1987 1 (X) 1 (X) 3 (X) I (X) 2 (X) 

弥五島 牧野 1987 1 (#) l (X) 

芦ノ原 高闊 1987 3（▲） 1 (X) 

天栄村 大槻 1987 1 (0) I (0) 1 (X) 1 (X) 

湯元 1987 3（△） 
湯元 下河内 1987 I (0) 1 (X) 

固有の在来品種の栽培を続けていた集落数
5 / 14 11 / 22 5/11 0/3 0/1 0/6 0/4 0/2 0/4 0/8 ／前回調査時に在来品種を栽培していた集落数

＊：数字は前回の探索で収集した点数

（）内の記号の意味〇；前回の調査と同じ種類の在来品種を栽培しており、集落（表中の小字に対応；以下同様）外との品種のやり取りはない

△ ：前回の調査より品種数は減少しているが栽培を継続しており、集落外との品種のやり取りはない

▲ ；類似の品種が栽培されているが、その一部あるいは全部が、集落外から新たに導入した品種である

＃ ；類似の品種が栽培されているが、以前の収集品種と同一かどうかは不明

X;該当作物を栽培していない

品
種
数
の

£ 合計
8 
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7 
7 

1 
1 (X) 8 

7 

2 

I 
8 

I 
4 

1 (X) 7 

5 

l（▲） l2 

8 i 
6 
4 

5 

1 

8 
2 
4 
4 

3 
1 (X) 3 

0/4 128 



表2 福島県中通り南部地方における作物在来品種の残存状況

7

|

 

 --

i 
品

： g  
種

； 尽 i 

数

前回年調査

i の

小字 t  墨
l l 

呈
l 

名 £ 全 合

市町村 大字 1£¥ I ， I 計

棚倉町 戸中 ＇ 川前 1986 1 (X) l（▲） 1 (X) 1 (X) 4 

漆草 仲折戸 1986 3（▲） 2（△？） ： | 5 
北山本 居出金 1986 I (0) I(#) 4（▲） l l (0) 7 

平塩 1986 3（▲） 3（△？） l (X) 1 (X) l (X) I ， 
上手沢 豊内 1986 i 1 (#) 6 (X) l (X) l (X) ， 
岡田 下平 1986 2(0) I l（▲） II 2 C#) l (#) 6 ! 

！ 山田 高柴 1986 l（▲） I I (X) 1 (X) l 3 
塙町 ＇ 大蕨 I 長岡 1986 l (X) I (X) I 2 

真名畑 矢ノ草 1986 2（▲） I 
1 (X) l(X) 4 

鮫川村 渡瀬 福原 1986 l 1（▲） I l（▲） 2 
赤坂東野 石井草 1986 1 (0) 3（▲） | 4 

戸草 1986 2（△？） l (0) 5（▲） I (X) l I(#) IO 
石井草 大根屋敷 1986 1 (0) 1 (X) 2 
青生野 丸谷地 1986 l（▲） 1（▲） 2（△） 4 

いわき市 入旅人 古田（ふった） 1986 1 (0) l（▲） 2 (X) l 4 
錦町 長ノ町 1986 1 (0) 3（▲） 4 

固有の在来品種の栽培を続けていた集落数
7112 l / 11 2 / 11 0/l 0/1 0/1 0/2 0/1 2/9 0/l 

! 

79 ／前回調査時に在来品種を栽培していた集落数
I 

： 

拿：数字は前回の探索で収集した点数

（）内の記号の意味〇；前回の調査と同じ種類の在来品種を栽培しており、集落（表中の小字に対応；以下同様）外との品種のやり取りはない

△ ：前回の調査より品種数は減少しているが栽培を継続しており、集落外との品種のやり取りはない

▲ ；類似の品種が栽培されているが、その一部あるいは全部が、集落外から新たに導入した品種である

＃ ；類似の品種が栽培されているが、以前の収集品種と同一かどうかは不明

X;該当作物を栽培していない



地域名 アズキ ダイズ インゲンマメベコ¥・tやゲン ラッカセイアワ ヒエ キビ ')'/¥. ゴマ エゴマ ホウレンソウソルガム トウモロコシ
福島県会檸蜻ズ 前回と同一品種を保存する地区数 5 11 3 

゜ ゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゜゜他の地域から新しく導入した地区数l 4 6 2 1 

゜゜゚ ゜
I 

゜
1 

゜゜
I 

前回収集できた地区数 (B) 14 24 ， 3 I 5 

゜゚
8 

゜
3 

゜
4 2 

残存糎度l(A/BXIOO)% 36 

“ 
33 

゜ ゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゜゜
I 

残存糎度2((A+a)/BXlOO)% 64 71 ％ 33 

゜゜゚ ゜
13 

゜
33 

゜゜
so 

l福島県甫部建カ 前回と同一品種を保存する地区数 7 1 2 

゜ ゜゜゚ ゜゚ ゜
2 

゜゜゜他の地域から新しく導入した地区数（ 4 7 2 

゜ ゜゜゚ ゜
I 

゜
1 

゜゜゜前回収集できた地区数 (B) 12 11 11 1 1 

゜゚ ゜
2 1 ， 1 
゜

I 

残存租度l(AIBXlOO)% 箕 ， 18 
゜ ゜゜゚ ゜゚

0 i 22 

゜゜゜残存糎度2((A+a)/BXIOO)% 92 73 36 

゜ ゜゜゚ ”゚ ゚
33 

゜
| 

゜゜

表3 地区別にみた作物在来品種の農家保存の程度

残存程度1は本当の意味での農家保存
残存程度2は広い意味での農家保存
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